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神戸の街を巡って俳句を作る、吟行句会イベント。
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ガ バ リ と コ ウ ベ

神
戸
の
街
を
巡
っ
て
俳
句
を
作
る
、吟
行
句
会
イ
ベ
ン
ト
。

「 俳句 」を通して神 戸の魅力を再発見しませんか？今
で
も
で
き
る
、今
こ
そ
し
た
い
。
第
四
弾
開
催
決
定
。

国道2号線

ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー

貿
易
セ
ン
タ
ー
駅

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

神戸三宮駅／三ノ宮駅

神戸阪急

ローソン
神戸商工貿易
センタービル
神戸商工貿易
センタービル

神戸市役所

東遊園地

みなとのもり公園

神戸税関

【 

吟
行 

】 

短
歌
や
俳
句
の
題
材
を
得
る
た
め
に
、特
定
の
場
所
に
出
か
け
て
、景
色
な
ど
を
見
て
ま
わ
る
こ
と
。

【 

句
会 

】 

皆
が
作
っ
た
俳
句
を
無
記
名
で
並
べ
て
、好
き
な
句
を
選
び
合
い
、鑑
賞
す
る
遊
び
の
こ
と
。

当日スケジュール（予定）

東
京
生
ま
れ
。二
〇
一
六

年
よ
り
神
戸
在
住
。中
央

区
二
宮
の
商
店
街
、店
舗

等
で「
寂
し
い
け
れ
ど
な

ん
だ
か
居
心
地
の
い
い
こ

の
街
で
、聴
き
た
い
音
楽

が
あ
る
」を
テ
ー
マ
と
し

た
音
楽
イ
ベ
ン
ト「N

ino
m
iya M

usic Lounge

」

を
不
定
期
開
催
中
。ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト『reallocal

』に

て
、神
戸
の
ラ
イ
ブ・ク
ラ

ブ
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
す
る

「
神
戸
音
楽
カ
レ
ン
ダ
ー
」

月
刊
連
載
中
。俳
句
同

人「
傍
点
」所
属
。

酒
井
匠（
酒
印
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

https://kiito.jp

お
申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ

 TEL／078-325-2235  Email／event@kiito.jp Gabaritoって？…戦中から神戸に暮らし、小説『神戸』を記した俳人・西東三鬼の句「水枕ガバリと寒い海がある」より。

ぎ
ん

こ
う

く

か
い

13:00

13:20
15:30
16:30
17:00
19:00

若松公園 鉄人広場に集合
オリエンテーション
新長田・駒ヶ林エリアを散策。各自俳句を作ります
作った俳句を提出。各自KIITOへ移動
KIITOに集合。句の一覧を見て、好きな句を選びます
ゲスト、コーディネーターを中心にトーク
終了

【吟行】
【投句】
【選句】
【句会】

街
を
観
察
し
て
歩
き
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
す
よ
う

に
十
七
音
の
言
葉
に
切
り

取
る
。そ
れ
を
持
ち
寄
っ

て
、感
想
を
交
わ
す―

こ
の「
吟
行
句
会
」と
い
う

シ
ン
プ
ル
な
遊
び
は
、外

出
が
許
さ
れ
て
い
る
限

り
い
つ
で
も
で
き
る
し
、

世
の
中
が
変
わ
っ
て
も
そ

の
面
白
さ
は
減
る
こ
と
は

な
い
は
ず
で
す
。

神
戸
に
新
た
な
視
点
を

も
た
ら
し
て
く
れ
る
県
外

か
ら
の
俳
人
ゲ
ス
ト
と
、

ユニ
ー
ク
な
視
点
を
持
つ
神

戸
在
住
の
ゲ
ス
ト
を
お
招

き
し
、街
を
巡
っ
て
俳
句

を
作
る
好
評
シ
リ
ー
ズ
。

俳
句
未
経
験
の
方
の
ご

参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

第
四
弾
の
今
回
は
、冬

の
駒
ヶ
林
・
新
長
田
を

巡
り
ま
す
。

※

当
日
、俳
句
の
指
導
は
行
い
ま
せ
ん
。未
経
験
の
方
に
は
、事
前
に
参
考
資
料
を
お
送
り
し
ま
す
。

※

約
二
時
間
、主
に
屋
外
を
歩
き
ま
す
。歩
き
や
す
い
靴
・
服
装
で
、ま
た
、し
っ
か
り
と
防
寒
対
策
を
な
さ
っ
た
上
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※

句
会
会
場
で
は
十
分
な
距
離
を
取
っ
た
座
席
配
置
に
す
る
な
ど
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防
に
留
意
し
て
開
催
し
ま
す
。

※

マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、吟
行（
街
歩
き
）中
は
い
わ
ゆ
る「
三
密
」を
避
け
る
等
、各
自
で
配
慮
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

当
日
、風
邪
症
状
の
あ
る
方
は
、そ
の
旨
をK

IITO

（078-325-2235

）ま
で
お
電
話
の
上
、参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

デ
ザ
イ
ン
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
神
戸（K

IIT
O

）

ぴ
あ
株
式
会
社
関
西
支
社
で
様
々
な

ム
ッ
ク
、書
籍
、ウ
ェ
ブ
を
制
作
。神
戸

を
知
る
上
で
必
読
の
三
大
最
重
要

本
＝
安
田
謙
一『
神
戸
、書
い
て
ど
う

な
る
の
か
』（
ぴ
あ
）、森
本
ア
リ『
旧

グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
邸
物
語
』（
同
）、平

民
金
子『
ご
ろ
ご
ろ
、神
戸
。』（
同
）

を
編
集
。塩
屋
在
住
。 

和
久
田
善
彦
編
集
者

村
井
康
司

北
海
道
函
館
生
ま
れ
。作
家・小
林
恭

二
氏
の
句
会
で
俳
句
を
は
じ
め
る
。

一九
九
五
年
、俳
句
同
人
誌『
恒
信
風
』

を
創
刊
、編
集
人
を
つ
と
め
る
。著
書

に『
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と
ジ
ャ
ズ
が
聞
こ

え
る
』（
シ
ン
コ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
）な

ど
多
数
、俳
句
関
連
の
編
著
に『
め

く
っ
て
び
っ
く
り
俳
句
絵
本
』シ
リ
ー

ズ（
岩
崎
書
店
）な
ど
。『
鏡
』同
人
。

俳
人
・
音
楽
評
論
家
・
編
集
者

日
時

場
所

ゲ
ス
ト

参
加
費

定
員

参
加
方
法

主
催

二
〇
二
〇
年
十
二
月
十
二
日（
土
）十
三
時
〜
十
九
時

　
　
　
　
若
松
公
園 

鉄
人
広
場（
各
線
新
長
田
駅
下
車
す
ぐ
）

村
井
康
司（
俳
人
）・
和
久
田
善
彦（
編
集
者
）　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
　
　
酒
井
匠

一
、〇
〇
〇
円

三
〇
名（
事
前
申
込
制
、先
着
）

K
IIT
O

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。（
十
一
月
四
日（
水
）十
四
時
か
ら
受
付
開
始
）

デ
ザ
イ
ン
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
神
戸
、酒
印

※

雨
天
決
行
・
荒
天
時
中
止

集
合
場
所

句
会
会
場

K
IIT
O
 

三
階 

三
〇
一

※

開
催
中
の
移
動
交
通
費
は
別
途
各
自
で
ご
負
担
く
だ
さ
い
。


